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Ⅰ 平成２２年度「行政評
価」の実施に関する報
告  
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1 江戸川区行政評価制度の目的 
 

江戸川区行政評価制度は、江戸川区行政評価実施要綱（平成 17 年 5 月 2
日施行。以下「要綱」といいます。）に基づき、区民本位の効率的で質の高
い行政運営を行うために、区が実施する事業について当該事業の目的及び手
段を評価することにより、以下の３つの観点を図ることを目的とした手法の
一つです。 
 

① 成果重視の効率的な行政運営を行うこと 
② 職員の政策立案能力を向上させること 
③ 区民への説明責任を果たすこと 
 
２ 平成 22 年度「行政評価」の概要 
 
事務事業に関する行政評価（以下、「平成 22 年度事務事業行政評価」といい

ます。）とともに、平成 19 年度に行政評価を実施した事業に関する目標値の達
成状況等の評価（以下「平成 19 年度行政評価実施事業再評価」）を行いました。 
 
（１）平成 22 年度事務事業行政評価 

ア 概要 
事務事業ごとに、実績、費用、活動指標、成果・目標指標等に基づき、

当該事業の目的及び手段について評価を行いました。 
 

イ 実施方法 
（ア）対象となる事業 
次のいずれかの事業を対象としました。 
ａ 平成 20 及び 19 年度新規事業並びに平成 20 年度拡充事業のうち、
相当規模の事業費を要する事業であって、かつ、一定の実績に基づ
き、事業の目的及び手段について、特に行政評価を行うことが必要
な事業 
ｂ 上記ａ以外に、江戸川区実施計画（平成 20～22 年度）に掲載され
た事業のうち、一定の実績を有し、かつ、行政評価を実施すること
が特に必要な事業 

（イ）事務事業の分析（事務事業分析シートの作成） 
事務事業分析シートを作成することにより、事業内容の分析等を行い
ました。 
※「事務事業分析シート」とは、当該事業を分析し、内部評価及び外部
評価の判断の基となるものをいいます。 
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（ウ）内部評価の実施（内部評価シートの作成） 
内部評価シートを作成することにより、所管課長による評価等を行い
ました。 
※「内部評価シート」とは、事務事業分析シートに基づき、所管課長が
評価したものをいいます。 

（エ）外部評価の実施（外部評価シートの作成） 
外部評価シートを作成することにより、江戸川区外部評価委員会（以
下「外部評価委員会」といいます。）による評価を行いました。なお、当
該評価に当たっては、所管課長に対するヒアリングを実施しました。 
※「外部評価シート」とは、事務事業分析シートに基づき、外部評価委
員会が評価したものをいいます。 

外部評価委員会の開催状況 第１回 平成 22 年 9 月 17 日 

（オ）評価結果の公表 
行政評価シートを、区ホームページ等により公表しました。 
※「行政評価シート」とは、「事務事業分析シート」、「内部評価シート」
及び「外部評価シート」をいいます。 

 

【平成 22 年度事務事業行政評価の流れ】 

事項 
対象事業 

の選定 

事務事業 

の分析 

内部評価 

の実施 

外部評価 

の実施 
公表 

内容 

平成20及び19年
度の新規事業並
びに平成 20 年度
拡充事業のうち、
特 に 行 政 評 価 を

実施することが必

要な事業 
事務事業分析 
シートの作成

内部評価 
シートの作成

外部評価 
シートの作成 

行政評価 
シート 
の公表 

江戸川区実施計
画（平成 20～22
年度）に掲載され
た事業のうち、一
定の実績を有し、
かつ、行政評価を
実施することが
特に必要な事業 

担当 所管部長 所管課長 

所管課長 

（所管部長の 

意見を添付） 

外部評価 

委員会 
企画課 
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（２）平成 19 度行政評価実施事業再評価 
ア 概要 
平成 19 年度行政評価において設定した目標値の達成状況等に基づき、
平成 19 から 21 年度までの期間において、効果的に事業を推進すること
ができたか否かについて評価を行いました。 
 
イ 実施方法 
（ア）対象となる事業 
平成 19 年度に行政評価を実施した事業を対象としました。 

（イ）平成 19 年度行政評価実施事業再評価の実施 
平成 19 年度に行政評価を実施した事業の再評価シートを作成するこ

とにより、目標値の達成状況等を評価しました。 
なお、当該再評価に係る内部評価については、所管課長による評価に
基づき、所管部長の意見を付して行いました。また、外部評価について
は、外部評価委員会が内部評価の結果に基づき、当該事業の推進状況等
について評価しました。当該評価にあたって、「成果指標に係る目標値未
達成」事業については、所管課長に対するヒアリングを実施しました。 
※「再評価シート」とは、目標値の達成状況に基づき、内部評価及び外
部評価を実施したものをいいます。 

外部評価委員会の開催状況 第２回 平成 22 年 9 月 24 日 

【ヒアリング実施事業一覧】 

タワーホール船堀の運営 
総合体育館の運営 
穂高荘の運営 
江戸川区ＥＳＣＯ事業 
資源回収事業（古紙、びん、缶） 
農業ボランティア 
知的障害者通所更生施設（4施設）の運
営 
NPO法人 江戸川区ケアマネジャー協会
への相談事業・研修事業の委託 
民間子育てひろばへの補助事業 
子育て安心パスポート事業（区立各保育
園） 
すくすくスクール事業 
チャレンジ・ザ・ドリーム 
自然動物園の運営 

（ウ）評価結果の公表 
再評価シートを、区ホームページ等により公表しました。 
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【平成 19 年度行政評価実施事業再評価の流れ】 

事項 
目標値の 

達成状況 

内部評価 

の実施 

外部評価 

の実施 
公表 

内容 

再評価シート 
(事業内容等部分) 
の作成 

再評価シート 
(内部評価部分） 

の作成 

再評価シート 
(外部評価部分） 

の作成 

再評価シート 
の公表 

担当 所管課長 

所管課長 

（所管部長 

の意見を添付） 

外部評価 

委員会 
企画課 
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別紙１ 

 

事務事業分析シートの概要 
 
１ 事業の目的・概要・対象者等 
（１）事業の目的及び概要 

当該事業の目的及び概要（当該事業の効果、実施方法等）を簡潔に記載
しています。 

（２）事業の開始年度 
当該事業が開始した年度を記載しています。 

（３）対象者 
当該事業が対象とする者及びその人数を記載しています。 

 
２ 活動指標 
活動指標を設定し、当該指標に係る平成 20 及び 19 年度の実績値を記載し
ています。 
※「活動指標」とは、当該事業の主たる事業量を数値にて表記したものをい
います。 

 
３ 成果・目標指標 
成果・目標指標を設定し、当該指標に係る平成 24 年度の目標値及び平成

21 年度の実績値並びに当該指標の内容等について記載しています。 
※「成果・目標指標」とは、当該事業の目的の達成状況を数値にて標記した
ものをいいます。 

 
４ 経費の概要 
（１）21 年度事業実施経費 

21 年度の事業実施経費（21 年度における決算額に人件費を含めた額を標
準としました。）を記載しています。 

（２）人件費と担当職員数 
21 年度事業実施経費のうち、担当職員数及びこれに係る人件費を記載し
ています。 
※担当職員数とは、以下の事項に該当する職員ごとに、職員一人あたりに
ついて当該年度の職務に占める当該事業に要した割合等から算出した実
人数を合計して算定した値をいいます。例えば、ある特定の職員一人の
総事務量に占める当該事業に要した割合が３割程度である場合は、0.3
人となります。 
① 再任用を含む常勤職員 
② 短時間の再任用及び再雇用を含む非常勤職員  
③ 臨時職員 
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別紙１ 

 

※人件費とは、以下の事項に該当する職員ごとに算出した額を合計した値
をいいます。 
① 再任用を含む常勤職員の人件費の算定については、平成 21 年度予算に
基づく、給与費（退職金を除く）に共済費を加えた額を職員数で除した
もの額（約 853 万 7 千円）に、当該職員数を乗じた額を標準としました。 

② 短時間の再任用及び再雇用を含む非常勤職員及び臨時職員の人件費の
算定については、実際に要した額を標準としました。 

（３）一単位あたりの経費 
21 年度事業実施経費を対象者、活動指標等で除すことにより算定した、
一単位あたりの経費を記載しています。 
※「一単位あたりの経費」とは、当該事業の性質を最もよく表すことに適
した単位ごとの額をいいます。 

（４）経費の説明 
当該事業に要する経費に係る留意事項等を記載しています。また、以下
の事項に該当する場合は、総額、経費に占める割合、使用料金等を記載し
ています。 
① 国又は都による補助金等当該事業に要する費用のうち区財源以外の額 
② 使用料、一部負担金等当該事業を利用した場合、区民等が負担する額  

 
５ その他 
（１）実施の根拠となる法令等 

条例、規則、要綱等の名称、該当する条文等を記載しています。 
（２）民間委託やボランティアなどとの協働の状況 

事業の委託の実施状況、ボランティア等との連携の有無等について記載
しています。 

（３）区民からのご意見やご要望 
区民等からの主な意見、要望等について記載しています。 

（４）その他 
当該事業に関連する他の事業の実施状況、同種の事業の他の自治体の実
施状況等について記載しています。 
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内部評価シートの概要 
 

１ 評価及び評価の視点並びに評価コメント 
以下の評価項目ごとに、改善の必要性に応じて三段階（Ａ、Ｂ又はＣをい

います。）の所管課長の評価、留意事項等を記載しています。 
評価項目 評価の視点 
有効性 ・ 事業の目的の達成することに有効である。 
相当性 ・ 公費を用いて実施することが相当である。 
公平性 ・ 対象者の範囲、実施回数、受益者負担の額等が適切である。 
協働性 ・ ボランティア、ＮＰＯ等と協働している。 
効率性 ・ 同一の効果を得るためにより少ない費用で実施している。 

２ 所管部長の意見等 
区政運営全体における当該事業の位置づけ、今後の見通し等に関する所管
部長からの意見を記載しています。 
 

外部評価シートの概要 
 
１ 評価及び評価の視点並びに評価コメント 

以下の評価項目ごとに、改善の必要性に応じて三段階（Ａ、Ｂ又はＣをい
います。）の外部評価委員会の評価、留意事項等を記載しています。 

評価項目 評価の視点 
有効性 ・ 事業の目的の達成することに有効である。 
相当性 ・ 公費を用いて実施することが相当である。 
公平性 ・ 対象者の範囲、実施回数、受益者負担の額等が適切である。 
協働性 ・ ボランティア、ＮＰＯ等と協働している。 
効率性 ・ 同一の効果を得るためにより少ない費用で実施している。 

２ 外部評価委員会の意見等 
外部評価委員会の当該事業に関する意見、質問等を記載しています。 
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再評価シートの概要 
 
１ 事業内容 
（１）事業の目的及び概要 

当該事業の目的及び概要（当該事業の効果、実施方法等）を記載してい
ます。 

（２）対象者 
当該事業が対象とする者及びその人数を記載してください。 
なお、平成 21 年 4 月 1 日現在を標準としました。 

（３）活動指標 
平成 19 年度行政評価にて設定した活動指標に係る平成 21 年度の実績値
を記載しています。 

（４）留意事項 
平成 19 年度当時からの事業内容の変更点とともに、その他必要な事項

について、記載しています。 
 
２ 成果・目標指標に係る目標値の達成状況 
平成 19 年度行政評価にて設定した成果・目標指標に係る平成 21 年度の実
績値及び達成状況を記載しています。 
 
３ 内部評価 
（１）成果・目標指標に係る目標値の達成状況に係る主たる要因及びその具体
的な内容について、所管課長の評価等を記載してください。 
ア 目標値を達成できない場合の要因について 

①  事業の推進に課題があった 
② 制度改正等の事業内容の見直しがあった 
③  その他 

イ 目標値を達成した場合の要因について 
①  事業を効果的に推進することができた 
②  制度改正等の事業内容の見直しがあった 
③  その他 

（２）今後の改善点等 
当該事業に関する今後の改善点等について記載しています。 

（３）目標値の達成に係る事業の実施を踏まえた所管部長の意見 
今後の事業の推進のあり方等に関する所管部長の意見を記載しています。 

 
４ 外部評価 
平成19から21年度までの事業の推進状況及び今後の事業の推進のあり方
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別紙２ 

 

について、外部評価委員会の評価を記載しています。 
ア 目標値の達成状況に対する評価 

①  効果的に事業を推進した 
②  ほぼ効果的に事業を推進することができた 
③  計画的に事業を推進することができなかった 

イ 今後の事業の推進に対する評価 
①  引き続き、事業を推進すること 
②  より効果的に事業を推進する必要があること 
③  事業の計画性を見直す必要があること 

 
５ 外部評価（今後の事業の推進に対する評価）に対する措置状況 
外部評価委員会において、「今後の事業の推進に対する評価」を事業の計
画性等を見直す必要があると評価された事業については、事業の計画等の見
直しに係る検討方針を記載しています。 
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江戸川区外部評価委員会 委員名簿 
 

 

（敬称略） 

 氏   名 備   考 

委
員
長 

白木 三秀 早稲田大学教授 

委 
 

員 
 

 

（五
十
音
順
） 

宇田川 尚 区民委員 

棚橋 公夫 公認会計士 

間瀬 恵二 ㈱不二製作所 代表取締役社長 

横山 巖 東工･バレックス㈱ 代表取締役会長 
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江戸川区行政評価実施要綱 

 
（趣旨） 

第１条 この要綱は、区民本位の効率的で質の高い行政運営を行なうために、事務事業の行政
評価を実施するに当たり、必要な事項を定めるものとする。 
（行政評価の目的） 

第２条 行政評価は、区の行う事務事業を分析及び評価することにより、次の各号に掲げる事
項を実現することを目的とする。 
(1) 経営的視点に立脚した成果重視の効率的な行政運営を行うこと。 
(2) 職員の意識を改革し、政策立案能力を向上させること。 
(3) 区民への説明責任を果たし、区政運営への理解を深めること。 
（行政評価の対象及び主体） 

第３条 行政評価の対象は、区が実施する事務事業の全てとし、毎年度、予算事務規則（昭和
３９年３月江戸川区規則第１号）第２条第５号に規定する課（以下「各課」という。）におい
て、実施中の事業を原則として１事業選定することとする。 
（行政評価の実施方法） 

第４条 行政評価は、内部評価及び外部評価で構成するものとし、毎年度別に定める行政評価
シートを作成することにより、実施する。 

２ 行政評価シートは、事務事業分析シート、内部評価シート及び外部評価シートで構成する。 
３ 事務事業分析シートは、各課において、データ等の記入、指標及び目標値の設定を行うも
のとする。 
（内部評価） 

第５条 内部評価は事務事業分析シートに基づき、主管課長が行い、主管部長の意見を付して、
内部評価シートを作成するものとする。 

 （外部評価） 
第６条 外部評価は次条に規定する江戸川区外部評価委員会が行い、事務事業分析シートに基
づき、区民の立場での評価及び意見を述べ、外部評価シートを作成するものとする。 
（外部評価委員会の設置等） 

第７条 前条に規定する外部評価を実施するため、江戸川区外部評価委員会（以下「外部評価
委員会」という。）を設置する。 

２ 外部評価委員会は、学識経験者及び区民等のうち、区長が委嘱する８人以内の委員をもっ
て構成する。 

３ 前項に掲げるもののほか、外部評価委員会の運営に関し必要な事項は経営企画部長が定め
る。 
（謝礼金） 

第８条 外部評価委員会の委員には、別に定めるところにより謝礼金を支給する。 
（公表） 

第９条 区長は、行政評価の結果である行政評価シートを、原則として公表するものとする。 
（庶務） 

第 10 条 行政評価の実施に係る庶務は、経営企画部企画課において処理する。 
（委任） 

第 11 条 この要綱に定めるもののほか、行政評価の実施について必要な事項は、経営企画部長
が別に定める。 

 
付 則 

この要綱は、平成 17 年 5 月 2 日から施行する。 
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